
7474

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）、
津
島
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
旧
ア
イ
プ
ラ
ザ
津
島
）
に
お
い
て
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
自
主
的
な
防
災
活
動

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の

備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
愛
知
県
、
津
島
市

及
び
当
協
会
主
催
に
よ
る
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
愛
知
県
の
小
林
壯

行
防
災
局
長
、
津
島
市
の
日
比
一
昭
市
長
が
挨
拶

し
、
続
い
て
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
田
所
敬
一
准

教
授
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
栗
田
暢
之
代
表
理
事
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
講
演
の
概
要
は
次
の

通
り
で
す
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
准
教
授

田
所　

敬
一
氏

1
．
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震

・
東
日
本
大
震
災
と
全
く
同
じ
仕
組
み
で
起
こ
る
。

・
東
日
本
大
震
災
よ
り
も
陸
の
近
く
で
起
こ
る
。

⇒

揺
れ
が
強
く
、
津
波
の
到
達
が
早
い
。

県
庁
所
在
地
が
直
接
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

・
高
度
経
済
成
長
後
の
日
本
が
初
め
て
経
験
す
る
。

・
過
去
も
お
よ
そ
1
0
0
年
間
隔
で
発
生
し
、
前

回
か
ら
も
既
に
70
年
が
経
過
し
て
い
る
。

⇒

い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
。も
う
す
ぐ
起
こ
る
。

2
．
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
、
浸
水
予
測

・
地
震
の
予
知
は
現
状
で
は
困
難
だ
が
地
震
の
規

模
に
よ
る
被
害
想
定
は
可
能
。

・
満
潮
時
で
堤
防
が
な
い
場
合
（
あ
っ
た
と
し
て

も
地
震
に
よ
り
潰
れ
る
、
ま
た
は
海
岸
線
が
沈

む
場
合
を
想
定
）、
津
島
地
区
は
1
階
、
あ
る

い
は
2
階
部
分
は
浸
水
す
る
想
定
。

但
し
、
津
波
到
達
は
1
〜
2
時
間
後
の
た
め

時
間
的
な
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
重
要
。

3
．
愛
知
県
の
活
断
層
と
震
度
予
想

・
養
老
─
桑
名
─
四
日
市
断
層　

・
猿
投
─
高
浜
断
層

い
ず
れ
も
震
度
6
強
か
ら
震
度
7
の
予
想
、
地

震
の
周
期
が
5
0
0
年
も
の
幅
が
あ
る
た
め
、
い

つ
起
こ
る
か
は
予
測
不
可
能
。
素
性
が
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
た
め
注
意
が
必
要
。

4
．
建
物
の
強
度
や
家
具
を
と
め
な
い
こ
と
が
被

害
に
直
結
す
る

・
特
に
地
盤
が
弱
い
土
地
で
あ
れ
ば
、
建
物
を
強

く
す
る
こ
と
が
重
要
。

・
古
い
木
造
、
瓦
葺
き
、
土
塀
、
ピ
ロ
テ
ィ
が
地

震
で
潰
れ
や
す
い
建
物
。

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
大
半

が
圧
死
。

⇒

耐
震
、
家
具
を
と
め
る
こ
と
で
減
災
に
つ
な
が

る
。

5
．
ま
と
め

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
こ
と
、
亡
く
な
っ
た
方

の
死
を
無
駄
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

ま
ず
は
家
具
を
と
め
、
建
物
を
強
く
す
る
。
特
に

こ
の
地
域
は
地
盤
が
弱
い
と
い
う
こ
と
を
頭
に
置
き
、

個
人
個
人
で
実
行
す
る
。
共
助
に
は
、
ま
ず
自
分

が
助
か
り
、
次
に
家
族
が
助
か
る
、
そ
の
う
え
で
近

所
の
方
を
助
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
。

田所　敬一
名古屋大学大学院准教授
兵庫県宝塚市生まれ。宝塚の実家で阪神・淡
路大震災に遭う。神戸大学卒業後、京都大学
大学院理学研究科博士課程修了。現在名古屋
大学大学院環境学研究科地震火山研究センタ
ーにて海底地殻変動観測や活断層のモニタリン
グ等の研究を行う傍ら、「防災」・「災害への備え」
をテーマとした講演等も多数行っている。

迫
り
来
る
地
震
・
津
波
災
害

〜
正
し
く
知
っ
て
、
正
し
く
備
え
る
〜

講
演

13
：
40
〜
14
：
40

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
講
演
会

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

～
未
来
に
向
け
て
、
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～

愛知県
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　

代
表
理
事

栗
田　

暢
之
氏

1
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
は
被
災
者
の
生
の
声

を
聞
き
、
応
え
る
こ
と

〈
平
成
26
年
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
、
土
砂
災
害
〉

・
泥
か
き
だ
け
で
な
く
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活

動
が
必
要
。

・
広
島
で
の
豪
雨
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
余
り
、
丹

波
で
は
不
足
、
全
国
的
な
調
整
や
機
能
が
必
要
。

・
丹
波
で
は
お
茶
の
み
の
ス
ペ
ー
ス
や
炊
き
出
し
の

支
援
を
実
施
。・

徳
島
で
は
陶
器
の
バ
ザ
ー
を
実
施
。

〈
長
野
県
神
城
断
層
地
震
〉

・
白
馬
村
の
特
に
堀
之
内
地
区
の

被
害
が
大
き
く
、
死
者
が
い
な
か

っ
た
の
が
奇
跡
と
思
え
る
ほ
ど
倒

壊
家
屋
が
多
い
。

・
地
区
長
や
消
防
団
が
被
災
地
域

を
頻
繁
に
巡
回
し
て
い
た
り
、
避

難
所
で
の
食
事
に
婦
人
部
が
配

慮
し
た
り
と
地
域
住
民
の
助
け

合
い
が
で
き
て
い
る
。

・
風
評
被
害
（
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
ス
キ

ー
客
の
減
少
等
）
が
あ
る
た
め
、
ス
キ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
し
地
元
の
方
々
を
支
援
。

・
被
災
し
た
子
ど
も
達
の
た
め
に
名
古
屋
観
光
ツ

ア
ー
を
計
画
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
力
仕
事
だ

け
で
は
な
く
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
ら
れ
る
の
が
醍
醐
味
。

2
．
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
文
化

〈
阪
神
・
淡
路
大
震
災
〉

・
1
3
7
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
も
の

の
、
受
け
入
れ
体
制
の
未
整
備
に
よ
り
混
乱
が

生
じ
る
。

・
学
生
の
被
災
者
視
点
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

施
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
る
。

（
障
害
者
、
高
齢
者
専
用
の
風
呂
作
成
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
炊
き
出
し
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
等
）

〈
北
関
東
・
南
東
北
豪
雨
災
害
〉

・
全
国
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
地

元
主
体
の
協
働
型
）。

・
高
校
長
に
依
頼
し
、
多
く
の
高
校
生
が
公
欠
で

活
動
す
る
こ
と
で
手
薄
と
な
り
が
ち
な
平
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
。

〈
平
成
16
年
台
風
10
個
上
陸
と
新
潟
県
中
越
地
震
〉

・
全
国
70
箇
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
。

・
内
閣
府
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
検
討
会
を

発
足
し
、
年
2
回
議
論
を
重
ね
る
。

〈
東
日
本
大
震
災
〉

・
戦
後
最
悪
の
大
惨
事
。

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
限
界
（
人
数
が

大
量
に
な
る
こ
と
で
排
他
的
、画
一
的
な
運
営
）。

3
．
今
後
の
課
題

・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
縦
社
会
か
ら

横
社
会
、
協
働
社
会
が
今
後
20
年
に
向
け
必
要

（
愛
知
県
を
越
え
た
東
海
圏
、
中
部
圏
、
全
国

域
の
広
域
連
携
）。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
で
き
る
環
境
の
整
備
（
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
）。

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
。

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
時
の
地
域
防
災
活
動

へ
の
参
画
強
化
。

以
上
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
各
方
面

よ
り
異
な
っ
た
視
点
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
防
災
（
減
災
）
へ
の
取
組
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
在
り
方
な
ど
を
考
え
る
う
え
で
大
変
参
考

と
な
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

栗田　暢之
特定非営利活動法人レスキューストックヤード　代表理事
阪神・淡路大震災でボランティアのコーディネ
ートを務めて以降、自然災害の現場で支援活動
を展開。現場での学びを生かし、地域防災力の
向上や災害ボランティアの育成等に尽力してい
る。東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）
代表世話人、愛知県被災者支援センター長な
ども務める。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
果
た
し
た
役
割
と

今
後
の
課
題

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
か
ら
20
年
を
迎
え
て
〜

講
演

14
：
50
〜
15
：
50


